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３
月
22
日（
日
）
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
約
４
０
０
人
の
参
加
者
を

集
め
て
、「
基
地
問
題
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
今
年
９
月

に
空
母「
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
」

に
代
わ
り
新
た
に
空
母「
キ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ク
」が
配
備
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
改
め
て
市

民
の
皆
さ
ん
に
基
地
問
題
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
う
た
め
、
日
ご
ろ

空
母
艦
載
機
の
騒
音
問
題
に
対
処

し
て
い
る
市
基
地
対
策
協
議
会
の

主
催
で
開
催
さ
れ
た
も
の
。

会
場
で
は
ま
ず
、
２
年
前
に
発

足
し
た「
跡
地
利
用
市
民
懇
話
会
」

の
委
員
で
あ
る
松
原
智
子
氏
が
、

同
懇
話
会
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
を
し
ま
し
た
。

続
い
て「
基
地
と
世
界
情
勢
」を

テ
ー
マ
に
、
国
際
政
治
・
軍
事
ア

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

小
川
和
久
氏
の
基
調
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
小
川
氏
の
ほ
か
、
国
士

舘
大
学
教
授
で
国
際
政
治
が
専
門

そ
う
ご

の
池
田
十
吾
氏
、
神
奈
川
県
平
和

委
員
会
理
事
長
の
原
昭
正
氏
、
土

屋
市
長
ら
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て

参
加
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、「
大
い
に
語
ろ
う
厚

木
基
地
」の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
神

奈
川
新
聞
社
相
模
東
総
局
長
の
斎

よ
し
ふ
み

藤
悦
史
氏
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の

も
と
、
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

「基地問題市民フォーラム」開催

空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
は

現
在
、
中
東
に
出
動
中
で
、
主
催

者（
基
地
）側
は
今
の
と
こ
ろ
今
年
の

基
地
開
放
実
施
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
情
勢
次
第

で
は
空
母
が
帰
港
し
、
艦
載
機
が

飛
ぶ
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

３
月
４
日
、
土
屋
市
長
は
厚
木
基

地
司
令
官
・
フ
ラ
ン
ク
・
ス
ワ
ィ

ガ
ー
ト
大
佐
に
対
し
、
基
地
開
放

日
に
恒
例
と
な
っ
て
い
る
米
軍
艦

載
機
に
よ
る「
曲
技
飛
行
」を
中
止
す

る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

要
請
の
中
で
市
長
は
、
曲
技
飛

行
に
も
参
加
し
て
い
る
艦
載
機
Ｅ

Ａ
６
Ｂ
の
同
型
機
が
２
月
に
イ
タ

リ
ア
で
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
切
断
事
故

を
起
こ
し
た
こ
と
に
触
れ
、
人
口

が
密
集
し
て
い
る
基
地
周
辺
で
万

が
一
の
時
は
大
事
故
に
な
る
と
指

摘
し
、
市
民
の
大
多
数
が
反
対
し

て
い
る「
曲
技
飛
行
」の
実
施
は
米
軍

側
の「
友
好
親
善
」の
趣
旨
に
も
反
す

る
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
司
令
官
は「
ペ
ル

シ
ャ
湾
に
展
開
中
の
空
母
の
動
向

が
つ
か
め
な
い
た
め
、
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
は
ま
だ
わ
か
ら
な

い
」と
の
回
答
で
し
た
。

市
で
は
、
今
後
と
も
米
軍
側
の

動
向
に
注
目
し「
曲
技
飛
行
」の
中
止

に
向
け
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

厚
木
基
地
司
令
官
に「
曲
技
飛
行
」の
中
止
を
要
請

大
和
市
制
施
行
40
周
年
記
念
と

し
て
、
県
央
小
売
酒
販
組
合
大
和

支
部
で
は
今
月
20
日
か
ら
吟
醸「
大

和
泉
の
森
」（
生
酒
）を
販
売
し
ま

す
。
同
支
部
で
は
平
成
８
年
か
ら

地
元
の
農
家
に
協
力
を
依
頼
し
て

生
産
し
た
お
米
を
使
用
し
て
お
り
、

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

今
回
発
売
さ
れ
る
吟
醸「
大
和
泉

の
森
」（
生
酒
）は
そ
の
米
を
50
％
以

下
に
精
米
し
て
造
ら
れ
て
お
り
、

ほ
う
じ
ゅ
ん

味
は
辛
口
で
こ
く
が
あ
っ
て
芳
醇

で
す
。

今
月
20
日
か
ら
市
内
の
酒

販
小
売
店
で
７
２
０
ml
入
り

を
、
１
本
１
５
０
０
円
で
限

定
６
０
０
本
販
売
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
市
役
所
商

業
振
興
課
1（
60
）５
１
３
４

へ
。

吟醸「大和泉の森」（生酒）発売
4月20日から発売開始

ま
た
会
場
の
ロ
ビ
ー
に
は
、
騒

音
測
定
回
数
の
推
移
な
ど
、
基
地

に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た

パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人

た
ち
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

４
月
か
ら
大
和
駅
東
西
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で
、
毎
月
第
３
土
曜
日
に

「
古
民
具
骨
董
市
」を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
古
陶
磁
器
か
ら

が
ん
具
、
人
形
、
軸
物
、
古
道
具
、
古
着
、
西
洋
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
店
先
に
並
び
ま
す
。
ご
家
族
連
れ
で
、
ち
ょ
っ
と

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
お
宝
が
見
つ
か
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
よ
。
当
日
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
午
前
10
時
30
分
か
ら
開

か
れ
ま
す
。

と
　
きu

４
月
18
日（
日
）
か
ら
毎
月
第
３
土
曜
日

午
前
６
時
〜
午
後
４
時
　
※
雨
天
決
行

と
こ
ろu

大
和
駅
前
　
東
西
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

主
　
催u

や
ま
と
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
古
民
具
骨
董
市
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
1
０
３
０（
５
７
９
）３
８
２
８
へ
。

毎
月
第
３
土
曜
日
は
お
宝
探
し
と
う

「
や
ま
と
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
古
民
具
骨
董
市
」
開
催
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下
鶴
間
に
あ
る
水
質
管
理
事
務

所
・
北
部
処
理
場
に
、
新
た
に
１

万
４
０
０
０
ｍ３
／
日
分
の
能
力
を

有
す
る
水
処
理
施
設
が
完
成
し
ま

し
た
。
同
処
理
場
の
下
水
処
理
能

力
は
、
す
で
に
稼
働
し
て
い
る
第

１
期
・
２
期
分
と
合
わ
せ
て
４
万

４
０
０
０
ｍ３
／
日
と
な
り
、
水
処

理
施
設
に
つ
い
て
は
こ
れ
で
計
画

が
す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
増
設
は
、
今
後
の
下
水

道
整
備
区
域
の
拡
大
や
、
人
口
の

増
加
に
よ
る
流
入
下
水
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
、
下
鶴

間
や
つ
き
み
野
、
中
央
林
間
な
ど

を
含
む
北
部
処
理
区
域
の
す
べ
て

の
下
水
を
受
け
入
れ
る
準
備
が

整
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
の
下
水
処
理
施
設
は
こ
の
北

部
処
理
場
と
深
見
の
中
部
処
理
場

の
２
か
所
あ
り
、
合
わ
せ
て
９
万

北部処理場の
水処理施設が完成

市教育委員会では、昔の大和の姿をさまざまな観点から調査し、まとめ
あ あ

たシリーズ「やまと昔語り」の第6巻「鳴呼　青年団」を発行しました。

青年団は、地域の青年が社会奉仕活動を通じて自らの修養や親睦を図る

ために自主的に組織した団体のこと。大正から昭和初期にかけては大和で

も活発に活動していましたが、第2次世界大戦後の急速な都市化に伴い数

を減らし、昭和30年代後半には消滅しました。

この本ではかつて下鶴間の青年団に所属していた6人の人たちの話を通

して、青年団の歩んできた歴史や当時の青年団の活動の様子がまとめられ

ています。

Ａ6版、100部を市教育委員会社会教育課で、1,400円で販売していま

す。問い合わせは同課1（60）5225へ。

やまと昔語り第6巻
あ　　あ

「鳴呼　青年団」発行

４
０
０
０
ｍ３
／
日
の
処
理
能
力
を

有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
北
部
処
理

場
に
は
、
両
処
理
場
の
下
水
処
理

で
発
生
す
る
汚
泥
を
焼
却
す
る
た

め
、
２
基
の
汚
泥
焼
却
炉
が
稼
働

し
て
い
ま
す
。

市
の
下
水
道
整
備
は
、
昭
和
29

年
、
大
和
駅
周
辺
地
区
の
浸
水
防

止
を
目
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

下
水
道
整
備
に
は
ば
く
大
な
費

用
が
か
か
る
た
め
、
毎
年
少
し
ず

つ
整
備
区
域
を
拡
大
し
て
き
て
お

り
、
平
成
10
年
３
月
末
見
込
み
の

市
内
の
下
水
道
整
備
済
み
区
域
面

積
は
約
１
８
４
４
ha
、
人
口
普
及

率（
処
理
人
口
／
行
政
人
口
）は
、

89･

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
水
質
管
理
事
務

所
北
部
処
理
場
1（
60
）５
７
９
１

へ
。

市
で
は
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん

に「
下
水
道
」の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
、
下
水
道
を
通
じ
て
広
く

「
環
境
問
題
」を
考
え
て
も
ら
う
た

め
、
今
年
度
も
次
の
と
お
り「
下

水
道
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
事
業
」を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◎
下
水
道
ポ
ス
タ
ー
展

１
学
期
中
に
、
市
内
小
学
４
年

生
を
対
象
に「
下
水
道
ポ
ス
タ
ー
」

を
募
集
し
ま
す
。
入
賞
作
品
は
９

月
に
実
施
す
る「
下
水
道
フ
ェ
ア
」

で
展
示
・
表
彰
す
る
予
定
で
す
。

◎
大
和
市
下
水
道
フ
ェ
ア（
仮
称
）

９
月
に
、「
全
国
下
水
道
促
進

デ
ー
」に
合
わ
せ
た
参
加
型
イ
ベ

ン
ト
、「
大
和
市
下
水
道
フ
ェ
ア

（
仮
称
）」の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

◎
下
水
道
管（
雨
水
）の
見
学
会

下
水
道
管（
雨
水
）の
中
に
入
れ

る
見
学
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇

こ
の
ほ
か
、
昨
年
度
か
ら
実
施

し
て
き
た「
下
水
道
教
室
」や「
Ｆ

Ｍ
や
ま
と
」下
水
道
関
連
番
組
の

放
送
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
市
役
所
土
木
総

務
課
1（
60
）５
４
７
６
へ
。

「下水道」を
もっと知って！
下水道イメージアップ事業

中
央
文
化
会
館
で
昭
和
39
年
か

ら
行
わ
れ
て
き
た
結
婚
式
業
務

が
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。
終
了
を
前
に
30
日
、

業
務
を
委
託
し
て
い
た
「
三
寿

会
」
の
大
島
次
郎
会
長
ら
３
人
の

か
た
が
た
に
土
屋
市
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
同
式
場
は

「
公
立
施
設
で
簡
素
な
結
婚

式
を
」
と
会
館
の
開
設
と
同

時
に
ス
タ
ー
ト
。
昭
和
49
年

か
ら
三
寿
会
に
業
務
を
委
託

し
て
い
ま
し
た
。

廉
価
に
結
婚
式
が
挙
げ
ら

れ
る
た
め
、
昭
和
40
年
代
に

は
年
間
に
３
０
０
組
以
上
の
利
用

が
あ
り
ま
し
た
が
、
民
間
の
式
場

の
増
加
や
結
婚
式
の
多
様
化
な
ど

で
、
昭
和
50
年
代
か
ら
利
用
者
が

減
り
始
め
、
最
近
で
は
年
間
10
組

に
も
満
た
な
い
状
況
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
市
で
は
結
婚
式
業
務
を

廃
止
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
。

結
婚
式
業
務
の
終
了
に
伴
い
、

市
で
は
こ
の
施
設
の
一
部
を
市
民

の
生
涯
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お

り
、
７
月
に
は
オ
ー
プ
ン
の
予
定

で
す
。

中央文化会館の
結婚式業務が終了
34年間に5,321組のカップルが誕生


